


　閉塞性睡眠時無呼吸症候群（Obstructive Sleep Apnea Syndrome：　OSAS）を含め
た睡眠呼吸障害診療の特徴は，さまざまな分野の専門家・診療科が関わる学際性にあ
る．
　最近は通常の医療機関でも上気道形態の評価（閉塞部位の診断）と終夜ポリグラフ
検査（PSG）による睡眠呼吸動態の解析により，睡眠呼吸障害の病態を把握できる時
代になった．
　睡眠呼吸障害の病態には，いくつかの要因が複合し関与している場合が少なくな
い．上気道形態の評価とPSGによる睡眠・呼吸動態の解析は睡眠呼吸障害の適切な集
学的治療を行うために必要である．
　また睡眠呼吸障害の重症度，上気道形態（閉塞部位），患者の希望に応じて CPAP
療法，手術，口腔内装置治療，減量，就寝時の体位などを組み合せた集学的治療が行
える時代になった．すなわち睡眠呼吸障害の病態を把握し，個々の病態に応じて治療
法を選択できる時代になった．
　睡眠呼吸障害にはいくつかの要因が複合して関与している場合が少なくない．した
がって睡眠呼吸障害の治療は，1つの治療法で症状が改善する場合もあるが，病態に
応じていくつかの治療を組み合わせなければ治療効果が得られない場合もある．また
病態に基づいた，患者の希望に応じた睡眠呼吸障害の治療を行うためには，CPAP療
法，手術，口腔内装置治療，減量，就寝時の体位などの治療法を単独で，あるいはそ
れらを組み合わせた集学的治療を行うことが望ましい．
　一方で，業者任せの簡易無呼吸検査，業者任せのCPAP療法など，日常臨床での問
題点も潜在化している．
　睡眠呼吸障害診療の最近の問題点は，①診療科・担当医師などにより治療法の適応
と選択に片寄りがないか，②上気道形態の評価がなされているか，③PSGが適切に行
われているか，④無呼吸・低呼吸指数（AHI）などの呼吸イベントのみが重要視され，
睡眠の質が軽視されていないか，⑤CPAP療法のタイトレーションが適切に行われて
いるか，⑥子供の睡眠呼吸障害はどう診断し治療するのか，⑦AHI が 20 未満の
OSAS，5未満のいびき症はどう治療するのか，⑧睡眠呼吸障害に合併した他の睡眠障
害の治療は行われているのか，などがあげられる．
　本書では，睡眠呼吸障害の診療を行う際にどのように診療を進めたらよいのか，ど
のような点に注意したらよいのか，その実践的な診療メソッドを解説する．
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　注：　2014 年には睡眠障害国際分類が改訂され第 3版（The International Classifica-
tion of Sleep Disorders，Third Edition：　ICSD‒3）が米国睡眠医学会（American 
Academy of Sleep Medicine）から刊行された．この中で閉塞性睡眠時無呼吸症候群
（OSAS）は閉塞性睡眠時無呼吸障害（Obstructive Sleep Apnea Disorders）と名称が
変更され，睡眠関連呼吸障害の中の 1つに分類されている．
　本著書では従来からの閉塞性睡眠時無呼吸症候群（Obstructive Sleep Apnea 
Syndrome：　OSAS）を用語として用いる．
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　略語一覧
AHI apnea hypopnea index（無呼吸・低呼吸指数）

AI apnea index（無呼吸指数 )

CPAP continuous positive airway pressure（持続陽圧呼吸）

CSAS central sleep apnea syndrome（中枢性睡眠時無呼吸症候群）

ESS epworth sleepiness scale（エプワース眠気尺度）

GERD gastroesophageal reflux disease（胃食道逆流症）

LAUP laser‒assisted uvulopalatoplasty

LPRD laryngopharyngeal reflux disease（咽喉頭逆流症）

MSLT multiple sleep latency test（睡眠潜時反復検査）

MWT maintenance of wakefulness test（覚醒維持検査）

OA oral appliance（口腔内装置）

OSAS obstructive sleep apnea syndrome（閉塞性睡眠時無呼吸症候群）

PLMD periodic limb movement disorder（周期性四肢運動障害）

PSG polysomnography（終夜睡眠ポリグラフ検査）

REM rapid eye movement（急速眼球運動）

RERA respiratory effort related arousal（呼吸努力関連覚醒）

SAS sleep apnea syndrome（睡眠時無呼吸症候群）

UPPP uvulopalatopharyngoplasty（口蓋垂軟口蓋咽頭形成術）
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